
あつぎＳＤＧｓパートナー取組目標 

SDGs関連事業の概要 

あつぎ飯山の身近な里地里山の整備と活用と生物の多様性をも意図した『野良の芸

術』づくりを目指します。そして、地域の自然環境の中に分け入り、古民家風の「館」(小

宅)と「竹林」と「畑と山林」等を活用した『モノづくり』・『心づくり』・『生きる力づくり』にこ

だわった体験的実践的な事業展開に取り組んでいきます。 

 

SDGs達成のための 

目標① 

目 標 
「陸の豊かさを守ろう」から、土地の劣化の阻止・回復及び生物の多様性

の損失を阻止しよう！〈春から夏へ〉 

概 要 

子どもたちからお年寄りまで、里地里山の自然の恵みを享受し、先人の

知恵と教えからの『持続可能な』豊かさあふれる暮らし文化を学ぼう。そ

の手始めは、竹林から竹材を切り出し、「竹編み」たいけんから「もじり」を

創り身近な川魚「二ホンウナギ」を捕る川遊びをしよう。そして、活動の展

開を絵や文章でまとめ上げる。また、竹材を生かしたかつての暮らし道

具「民具」であった「竹ざる・竹ぼうき・竹かご」から竹の遊び道具を作り楽

しもう！ 

関連する

ゴール 

         

 ☑  ☑  ☑  ☑  ☑  ☑  ☑  ☑  ☑  

        
 

 ☑  ☑  ☑  ☑  ☑  ☑  ☑  ☑  

SDGs達成のための 

目標② 

目 標 
陸地生態系の保護、回復、持続可能な利用、持続可能な森林の経営等を

目標に日本文化にあった『紙芝居』創りとその発信に取り組む。 

概 要 

今現実社会では、自然環境が破壊され地球温暖化が急速に進んでいる

し、多くの動植物が絶滅しているし、人間自身によるお金儲けと豊かさを

求めるあまり大切なことを失いつつあります。そこで、今こそ身近な生活

暮らしの中に存在する現代的課題を取り上げて、一つひとつを解決でき

る方向へ取り組みたい。その一つの手立てが紙芝居の制作と発信です。

メニューは、生物の多様性、環境や人権平和、昔話の紙芝居化、地域コミ

ュニティづくりとアイデンティティ、豊かな川と山と、等々 

関連する

ゴール 

 
  

   
   

 ☑  ☑  ☑  ☑  ☑  ☑  ☑  ☑   ☑ 

        
 

 ☑  ☑  ☑  ☑  ☑  ☑  ☑  ☑  



SDGs達成のための 

目標③ 

目 標 
『産業と技術革新の基盤をつくろう』の目標9から、持続可能として取り組

む日本の伝統的産業であった『お蚕さま』(繭づくり)を体験しよう！ 

概 要 

日本の伝統産業として存在した「お蚕から生糸・絹織物」への取り組み

は、私たちの日常生活の中にあり、今現在では「群馬県の無富岡製糸

場」に世界遺産として残っています。しかし、私たちの身近に「桑の木」は 

あり、我が美術館と寺子屋塾では春から夏にかけて、「お蚕さま」繭づくり

をしています。先ずは、先人の知恵から学ぶ「繭から生糸・絹織物へ」を

実体験し、「お蚕さま」を育てる取り組みを続けていきたいものです。 

関連する

ゴール 

         

 ☑  ☑  ☑  ☑  ☑  ☑  ☑  ☑  ☑ 

        
 

 ☑  ☑  ☑  ☑  ☑  ☑  ☑  ☑  

 

市や他のパートナーと

取り組みたい事項 

・自然環境保全に係る取り組みに合流することから始めたい。 

・紙芝居の公演できる機会として「祭り行事」に街角・舞台の場があればと考えます 

  


